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効果を及ぼすことがわかった。実際、 S6Ni おいてはパイオン場からくるエネルギーの寄与が核子あたり、 5MeV に






重い原子核の記述には平均場近似が用いられるo 申請者は最近注目されている相対論的平均場 (RMF) 近似の方
法を拡張してパイ中間子が陽に含まれるように RMF 理論の定式化を行った。この計算は単一粒子状態のパリティー
とアイソスピンを破る必要がある事を示し、数値計算の為の方法を開発した。結果として、パイ中間子が平均場を持
つことを示し、更にはパイ中間子からのポテンシャルエネルギーへの寄与は、原子核の表面の大きさに比例すること
から、この現象を表面パイ中間子凝縮と名付けた。
申請者の研究結果は、原子核物理でのパイ中間子の役割の重要性を強く主張するものであり、ハドロン物理と原子
核物理の統一の可能性を示唆した研究として高く評価される。
博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める o
